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家
康
公
が
こ
の
城
に
産
声
を
あ
げ
た
時
も
、

竜
神
か
現
わ
れ
て
天
に
舞
っ
た

と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
家
康
公
生
誕
四
百
五
十
年
。

あ
ら
た
め
て
「
ふ
る
さ
と
岡
崎
」
を

見
つ
め
て
み
た
い
も
の
で
す
。

「
竜
ヶ
城
」
と
も
呼
ば
れ
る
岡
崎
城
。

そ
の
昔
、
こ
の
山
に
竜
神
が
住
み
、

城
が
築
か
れ
る
と
そ
の
守
護
神
と
な
り
、

敵
か
攻
め
て
き
た
時
は
、

必
ず
黒
雲
で
城
を
覆
っ
て
守
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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市役所土曜閉庁日、鏡開き

消防出初式(殿橋下流乙川河川敷、10:00～)

成人の日、岡崎市成人式(総合体育館、川:00～)

大寒

学校体育賞授賞式(中央総合公園内武道場、15:00～)

市役所土曜閉庁日

交通安全第43回岡崎市民駅伝競走大会(六名公園、9:30)

■申年…今年は申年。動物の中で最も人間に近いとい

われるサルは、昔から日本人に親しまれてきました。

だれでも一度は読んだことのある｢桃太郎｣や｢サルカニ

合戦｣などの昔話でもおなじみですよね。ちなみに岡崎

市内の申年生まれの人は、24.003人です。(旧／9現在)

・正月の遊び…お正月には楽しい遊びがたくさんあり

ました。冬の寒さなんかおかまいなしに、元気に凧あ

げをしたり、こまを回したり、着物姿で羽根つきをす

る姿があちこちで見られました。そんな姿が年々減っ

ていくのは寂しいものです。今、おかざき世界子ども

美術博物館では、なつかしいこまを紹介する｢世界と

日本の独楽展｣が開かれています。昔の遊びの良さを

子どもたちにも伝えるよい機会ではないでしょうか。

・成人式…市内の新成人は男性2.870人、女性2.754人

の合計5.624人。昨年より300人程多くなりました。今

年は中央総合公園内の総合体育館に会場を移し、21世

紀につなぐ夢の公園で、次代を担う若い皆さんの門出

をお祝いします。

夢広がる私たちのまち………………………３

新年のごあいさつ………………………４～７

まちの特派員だより…………………………８

家康寸話………………………………………９

よもやま日記…………………………………９

市民の広場………………………………10～11

　　「声」「人」「温故知新」など

お知らせ･ 12～14

1みんなでつくる快適環境……………………15
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夢広がる私た右のま右

一
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新しい年、平成４年の幕開けです。まだまだ遠い未来と思っていた21世紀も、

もうすぐそこにやってきています。 21世紀には私たちはどんなまちに住み、

どんな暮らしをしているのでしょうか。とても大きな夢か広がります。そん

な私たちの将来、そして現在の暮らしを見つめ、市では今年も、「明るく、住

みよい、豊かなまちづくり」を皆さんとともに進めていきます。
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■
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

市
長々
根
猿
大

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
ニ
ト
ー
世
紀
を
間
も
な
く
迎
え
よ
う

と
す
る
今
日
、
時
代
の
変
遷
と
価
値
観
の
多
様

化
に
伴
い
、
市
政
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

と
施
策
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
私
は
市
長
に
就

任
以
来
十
一
年
余
、
「
明
る
く
、
住
み
よ
い
、

豊
か
な
岡
崎
市
」
を
都
市
像
と
し
て
、
そ
の
実

現
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

問
、
三
河
武
士
の
や
か
た
家
康
館
、
岡
崎
公
園

の
茶
室
や
二
の
丸
能
楽
堂
、
お
か
ざ
き
匪
界
ｆ

ど
も
美
術
唯
物
館
な
ど
の
芸
術
文
１
　
施
設
の
建

設
を
始
め
、
矢
作
北
・
新
香
山
・
竜
南
・
北
中

学
校
や
上
地
・
小
豆
坂
・
北
野
・
常
磐
束
小
学

校
な
ど
の
新
設
、
学
区
こ
ど
も
の
家
や
市
民
ホ

ー
ム
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
配
備
、

Ｊ
Ｒ
西
岡
崎
駅
の
設
置
、
六
十
年
余
の
懸
案
で

あ
っ
た
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
の
自
山
通
路
と
橋
上
駅
舎

の
尖
現
、
吏
に
鳥
年
粁
セ
ン
タ
ー
岡
崎
、
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
花
園
工
業
団
地
、
勤
労

文
化
セ
ン
タ
ー
、
道
路
整
備
、
河
川
改
修
な
ど

都
市
法
盤
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
。
建
設
省
の
選
定
に
よ
る
「
う
る
お

い
・
緑
・
景
観
モ
デ
ル
都
市
」
と
し
て
、
三
十
一

万
市
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
な
ご
理
解
を
賜
り
な

が
ら
、
第
四
次
岡
崎
市
総
合
計
画
の
「
二
十
一

世
紀
を
拓
く
活
力
と
創
造
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

向
け
て
、
市
政
運
営
も
順
訓
に
巡
ん
で
お
り
ま

す
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
点
‥
び
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
に
お
け
る
主
な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、

本
市
の
最
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
岡
崎
中

央
総
合
公
園
」
に
、
待
望
の
「
市
民
球
場
」
の

ほ
か
、
休
育
館
・
武
道
館
・
錬
成
道
場
・
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
四
棟
か
ら
な
る
「
総
合
休

育
館
」
が
完
成
し
、
ス
ポ
ー
ツ
西
ゾ
ー
ン
の
諸

施
設
を
始
め
、
文
化
ゾ
ー
ン
の
一
翼
を
批
う
美

術
博
物
館
収
蔵
庫
棟
の
建
設
に
向
け
て
準
備
も

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
施
策
に
つ
い
て

は
、
在
宅
家
庭
奉
仕
員
を
三
十
名
か
ら
九
十
五

名
に
増
員
す
る
と
と
も
に
、
公
的
有
料
老
人
ホ

ー
ム
の
年
金
者
住
宅
「
ゆ
と
り
の
里
」
、
お
年

寄
り
や
障
害
を
も
つ
か
た
が
た
の
生
き
が
い
工

場
「
花
園
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
」
、
精

帥
薄
弱
者
授
産
セ
ン
タ
ー
「
の
ぞ
み
の
家
」
が

開
所
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
助
成
の
拡
大
や
老
人
性
白
内
障
の
手
術
費

補
助
な
ど
、
き
め
細
か
な
施
策
も
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
郵
政
省
の
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
の
モ
デ

ル
都
市
と
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
）
の
活
川
に
よ
る
行
政
情
報
等
の
提
供
を
行

い
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
西
三
河
ニ
ュ
ー
テ
レ
ビ

放
送
（
Ｍ
Ｉ
ｃ
ｓ
）
を
支
援
し
、
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
を
南
部
地
区
に
も
拡
大
し
、
地
域
の
情
報

化
を
前
進
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
景
観
環

境
施
策
の
一
環
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
潤

い
を
与
え
て
く
れ
る
緑
を
守
る
た
め
に
、
「
ふ

る
さ
と
の
森
」
や
「
ふ
る
さ
と
の
々
Ｊ
木
」
を
指

定
し
、
そ
の
保
存
を
図
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
河
川
浄
化
や
生
活
排
水
対
策

の
促
進
、
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
西
広
場
の
シ
ン
ボ
ル
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
な
ど
、
魅
力
あ
る
快
辿
な

都
市
の
創
造
を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
い
た
し
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
友
好
都
市
の

呼
和
浩
特
市
に
消
防
自
動
巾
と
救
急
車
を
贈
呈

し
た
の
を
始
め
、
姉
妹
都
市
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

ビ
ー
チ
市
、
ウ
ッ
デ
バ
ラ
市
と
も
市
民
レ
ベ
ル

の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
お
か
ざ
き
叫
界
子

ど
も
美
術
博
物
館
で
は
、
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
の

来
日
を
契
機
に
、
ペ
ル
ー
の
子
供
た
ち
と
の
絵

の
交
換
を
通
し
て
、
国
際
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
現
在
進
め
て
い
る
主
な
事
業
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
複
合
空
間
基
盤
整
備
計
画
と
し
て
。
情

報
の
拠
点
「
ハ
イ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
2
1
」
構
想

を
始
め
、
康
生
地
区
内
の
各
施
設
を
空
中
遊
歩

道
で
結
び
、
地
下
空
間
の
利
川
と
各
駐
車
場
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
は
か
る
回
廊
構
想
の
共
体

化
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
歴
史
の
拠

点
「
岡
崎
城
址
公
園
」
に
つ
い
て
も
「
愛
知
の

ふ
る
さ
と
づ
く
リ
事
業
」
と
し
て
、
城
璧
や
大

手
門
、
史
に
下
水
道
の
処
理
水
を
活
用
し
た
ユ
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【ｌ新年のごあいさつ

ニ
ー
ク
な
堀
や
せ
せ
ら
ぎ
、
散
策
歩
道
な
ど
の

整
備
を
し
て
お
り
ま
す
、
ま
た
、
束
岡
崎
駅
周

辺
に
つ
い
て
は
、
乙
川
を
活
用
し
た
リ
バ
ー
フ

ロ
ン
ト
（
快
適
な
河
川
空
間
）
構
想
の
検
討
や

駅
南
線
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
岡

崎
駅
束
に
つ
い
て
も
整
備
に
向
け
て
土
地
区
叫

整
理
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

国
や
県
で
進
め
ら
れ
て
い
る
国
道
一
号
川
町
・

八
帖
地
区
の
環
境
整
備
事
業
や
岡
崎
大
橋
の
架

橋
工
事
も
年
度
内
に
は
完
了
す
る
見
込
で
あ
り
、

本
宿
地
区
の
国
一
拡
幅
工
事
も
名
鉄
の
高
架
化

か
完
成
す
る
夏
過
ぎ
に
は
着
于
の
予
定
で
あ
り

ま
す
。

　
教
育
面
で
は
、
市
制
六
十
川
年
記
念
事
業
と

し
て
着
手
さ
れ
た
「
市
史
縮
纂
事
業
」
の
仝
二

十
巻
刊
行
も
間
近
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
六

ツ
美
中
学
校
の
過
大
規
模
校
解
消
の
た
め
分
離

新
設
す
る
六
ツ
美
北
中
学
校
の
新
設
工
事
も
順

調
に
進
み
、
本
年
四
月
に
は
開
校
の
迦
び
で
あ

り
、
矢
作
北
・
北
野
・
連
尺
・
男
川
小
学
校
舎

の
増
改
築
等
を
進
め
。
教
育
環
境
の
整
備
に
全

力
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
「
学
区
こ

ど
も
の
家
」
も
子
供
の
健
全
育
成
と
市
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
、
新
年
度
内
に
は

全
学
区
に
整
う
よ
う
、
鋭
意
完
成
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
設
置
に
つ
い
て
も
先

の
大
学
設
置
検
討
百
人
会
議
の
結
果
を
踏
ま
え
、

実
施
に
向
け
て
対
処
し
て
ま
い
り
圭
す
。

　
環
境
衛
生
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
建
設
中
の

し
尿
処
理
施
設
の
年
度
内
完
成
を
図
る
と
と
も

に
、
不
燃
物
理
立
施
設
の
整
備
、
八
帖
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
場
の
史
新
、
ご
み
減
‥
皿
及
び

資
源
再
利
川
の
推
進
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
姓
設

の
た
め
の
調
査
、
介
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
な

ど
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
東
部
地
区
と

葵
地
区
の
両
工
業
団
地
の
開
発
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
「
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
は
、
そ
の
一
翼
を
担
う
1
1
き
の
こ
培
養

施
設
」
が
完
工
し
、
今
後
そ
の
他
の
施
設
に
つ

い
て
も
逐
次
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
「
三
世
代
宅
地
供
給
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
夏
以
降
の
分
譲
を
目
指
し
て
造
成

を
進
め
て
お
り
、
市
立
岡
崎
病
院
の
移
転
新
築
、

福
祉
活
動
の
拠
点
と
な
る
新
福
祉
会
館
の
建
設
、

｜

｜
巾
庁
舎
立
体
駐
車
場
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設

置
、
六
名
地
域
の
浸
水
防
削
対
策
と
し
て
「
六

名
貯
留
池
」
の
築
造
な
ど
、
市
政
全
般
に
わ
た

っ
て
「
健
康
・
活
力
・
創
造
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
年
は
徳
川
家
康
公
生
誕
四
百

五
十
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。
郷

土
の
生
ん
だ
偉
人
を
し
の
ぶ
諸
事
業
を
展
開
し

な
が
ら
、
観
光
岡
崎
の
歴
史
と
文
化
、
更
に
自

然
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

= -
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■
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

一

市
議
会
議
長

岡
村
秀
夫

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
。
。

　
年
頭
に
あ
た
り
市
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
ほ
ど
、
茶
の
間
の
テ
レ
ビ
で
吐
界
情
勢
の

移
り
変
わ
り
を
刻
々
と
身
近
に
感
じ
た
年
は
無
か

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ニ
ト
ー
世
紀
を
間
近
に
国

際
化
の
う
ね
り
は
急
速
と
な
り
、
ま
す
ま
す
情
Ⅲ

の
重
要
性
が
問
わ
れ
、
ま
た
高
齢
化
礼
会
へ
の
進

艇
等
に
よ
り
、
生
活
環
境
や
物
の
考
え
方
の
変
化

が
新
し
い
社
会
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
る
今
口
、
地

方
自
治
行
政
を
取
り
巻
く
情
勢
は
一
層
厳
し
く
、

交
通
事
故
の
多
発
、
公
害
環
境
の
問
題
等
と
、
ま

す
ま
す
多
様
化
す
る
行
政
へ
の
需
要
に
適
切
に
対

応
す
る
こ
と
は
、
従
来
に
も
増
し
て
重
要
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
巾
で
、
私
た
ち
議
員
一
人

一
人
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
多
く
の

ご
意
見
を
賜
り
、
市
政
に
反
映
さ
せ
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
つ
つ
、
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を
強

く
お
し
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
は
、
家
康
公
生
誕
四
百
五
十
年
を
記
念
し
、

多
く
の
行
事
、
事
業
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
ト
分
拝
聴
し
、
皆
さ
ん
と

一
括
に
家
康
公
の
偉
業
を
し
の
び
、
諸
行
事
を
展

闘
し
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
本
市
の
発

展
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
家
康
公
の
平
和
へ
の

祈
念
を
新
た
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
存
じ
ま

す
。
　
ま
た
、
中
火
総
合
公
園
は
、
巾
民
待
望
の
巾
民

球
場
、
総
合
休
育
館
が
完
成
さ
れ
、
さ
ら
に
文
化

施
設
へ
と
建
設
が
進
ん
で
ま
い
り
よ
す
。
市
立
岡

崎
病
院
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
る

た
め
。
新
病
院
建
設
へ
と
働
き
出
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
施
設
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
す
す
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
幸
い
に
し
て
、
本
市
は
西
三
河
の
中
核
祁
市
と

し
て
、
諸
先
輩
が
築
い
た
輝
か
し
い
歴
史
と
文
化
、

豊
か
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
有
形
無
形

の
資
源
を
十
分
生
か
し
、
地
域
産
業
の
振
胤
ハ
、
商

工
業
の
活
性
化
、
交
通
、
教
育
、
市
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
よ
り
効
率
の
高
い
行
財
政
の
運
営
を

す
す
め
、
市
民
の
安
全
、
健
康
、
文
化
、
諸
施
策

の
充
実
を
図
り
、
心
豊
か
な
活
力
あ
る
「
「
明
る

く
、
住
み
よ
い
、
豊
か
な
岡
崎
市
」
「
誰
も
が
住

み
た
く
な
る
岡
崎
」
の
建
設
を
目
指
し
て
、
ま
い

進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
議
会
は
、
従
来
以
上
に
現
況
と
社
会
の
勁
向

を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま

の
英
知
を
い
た
だ
き
、
常
に
一
体
と
な
っ
て
諸
事

業
を
推
進
し
、
議
決
機
関
と
し
て
の
使
命
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
格
別
な
ご
理
解
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
春
を
迎
え
て

県
知
事

　
鈴
木
礼
治

　
県
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
県
政
が
皆
様
の
ご
理
解
を
得
て
、
着
実

に
前
進
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚
く
お
礼

巾
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
は
、
二
十
一
世
紀
へ
し
っ
か

り
と
橋
渡
し
を
し
て
い
く
た
め
、
新
た
な

段
階
を
迎
え
て
い
る
中
部
新
国
際
空
港
や

万
国
陣
な
会
を
始
め
と
す
る
大
規
模
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
も
と
よ
り
、
幅
広
い
県
民
福

祉
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
様
々
な

事
業
を
具
体
的
に
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
年

で
あ
り
ま
す
。
物
と
心
の
両
面
に
わ
た
っ

て
地
域
の
総
合
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
積
極
的
な
県
政
蓬
々
‥
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
特
に
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
は
急
務
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
、

国
立
長
寿
科
学
研
究
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
を
核
と
す
る
「
あ
い
ち
健
康
の
森

　
（
仮
称
）
」
の
整
備
推
進
や
、
が
ん
セ
ン

タ
ー
・
県
立
病
院
の
大
幅
な
機
能
拡
充
、

県
立
各
種
福
祉
施
設
の
充
実
整
備
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
ま

－ -
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あいさつ|】年頭のご

市議会議員一同明けましておめで七うごブい‥トj

｜會 -

｜

荒
木
鉄
之
助

和
泉
　
冨
郎

伊
藤
文
治

伊
奈
　
秀
兼

大
久
保
　
正

岡
崎
　
冨
雄

岡
田
　
　
満

岡
村
　
秀
夫

奥
村
　
昭
司

小
野
　
政
明

加
藤
　
明
子

加
藤
繁
行

河
合
　
信
輝

木
全
　
昭
子

小
林
　
邦
夫

近
藤
　
隆
志

佐
伯
　
恒
教

潭

豊

柴
田
　
隆
弘

柴
田
　
元
良

鈴
木

披

鈴
木
　
雅
美

都
築
末
二

徳
田

鳥
山

満　　孟

中
根
　
義
一

中
根
巳
代
治

長
坂
　
光
雄

永
田
　
寛

成
田
　
栄
治

八
田
　
二
郎

尾
藤
　
輝
夫

福
尾
　
　
正

細
井
幸
彦

前
田
　
正
己

柵
木
　
　
誠

Ｅ
浦
　
　
元

三
島
栄
太
郎

村
松
　
　
武

米
津
　
春
治

（
五
十
音
順
）

い
り
ま
寸
。
「

　
圭
だ
、
質
の
鳥
い
心
豊
か
な
県
民
生
活

仝
実
現
す
る
た
め
、
ド
水
道
・
公
園
を
始

め
と
す
る
生
活
環
境
の
整
備
、
さ
ら
に
は

平
成
六
年
の
ノ
わ
か
し
ゃ
ち
国
体
」
開
催

に
向
け
て
、
県
民
総
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層
の

振
興
な
ど
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
愛

知
芸
術
史
化
セ
ン
タ
ー
が
十
川
に
い
よ
い

よ
完
成
と
な
り
ま
す
。
全
国
的
・
国
際
的

レ
ベ
ル
で
の
多
彩
な
芸
術
文
化
活
動
を
展

開
す
る
人
規
模
施
設
と
し
て
活
川
し
、
愛

知
の
文
化
か
人
き
く
花
開
く
よ
う
債
極
的

な
収
業
艇
開
や
様
々
な
活
動
の
支
援
に
努

め
て
圭
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
一
方
、
産
裳
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か

進
む
巾
で
、
わ
が
国
第
。
の
に
零
県
と
い

う
特
色
仝
活
か
し
、
匪
界
的
な
産
業
技
術

西
都
形
成
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
　
と

り
わ
け
、
そ
の
基
総
と
し
て
が
町
欠
な
中

部
新
国
際
や
港
全
は
じ
め
、
第
二
東
名
・

名
神
自
動
巾
道
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
な

ど
交
通
網
の
一
体
的
な
幣
備
仝
二
十
。
世

紀
初
頭
ま
で
に
実
現
す
る
た
め
、
一
回
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
世
界
と
の
結
び
つ

き
を
強
め
る
大
き
な
契
機
と
す
る
た
め
、

二
〇
〇
瓦
年
の
万
国
博
覧
会
開
催
に
向
け
、

坊
本
構
想
の
検
討
や
国
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
収
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

Ｏ



小
豆
坂
古
戦
場
跡

地
域
の
話
題
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
「
ま
ち
の
特
派
員
だ
よ
り
」
。

今
号
は
、
宅
地
化
な
ど
で
変
容
の
著
し
い
小
豆
坂
古
戦
場
跡
と
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
細
川
学
区
の
芸
能
祭
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

竜
南
ブ
ロ
ッ
ク
柚
１
１
尾
口
四
ホ
ハ
さ
ん
（
緑
丘
３
丁
旦

　
時
は
天
文
ト
ー
年
（
一
五
四
二
年
）

八
月
、
浜
松
に
居
城
す
る
今
川
義
元

は
、
四
万
の
軍
勢
を
率
い
て
西
三
河

に
攻
め
入
ろ
う
と
し
て
い
た
。
片
や

こ
れ
を
迎
え
討
と
う
と
、
織
川
信
秀

　
（
信
艮
の
父
）
は
、
わ
ず
か
四
千
の

兵
を
率
い
て
Ｌ
和
川
に
陣
を
敷
い
て

い
た
。

　
八
川
十
目
、
両
軍
は
小
豆
坂
で
激

突
し
た
。
戦
況
は
織
川
軍
の
優
勢
に

終
始
し
た
が
、
翌
年
三
川
、
軍
は
再

び
こ
の
地
で
戦
っ
た
。
以
後
、
尾
張

の
織
山
と
駿
河
の
今
川
の
対
立
は
、

―
ｊ
タ
ー
ー
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｊ
・

桶
狭
間
の
戦
い
ま
で
続
く
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
こ
の
合
戦
は
、
天
下
統

一
の
さ
き
が
け
と
も
い
え
る
戦
い
で

あ
っ
た
。
二
度
に
わ
た
り
激
し
い
戦

い
の
あ
っ
た
こ
の
場
所
は
、
雨
が
降

る
と
合
戦
で
死
ん
だ
人
々
の
血
が
し

み
込
ん
だ
上
が
、
小
豆
色
に
染
ま
っ

て
流
れ
だ
す
こ
と
か
ら
「
小
豆
坂
」

と
い
う
名
前
が
つ
い
た
と
か
。

　
名
鉄
申
刀
川
駅
よ
り
県
道
衣
浦
線
を

南
へ
七
百
Ｕ
ほ
ど
行
き
、
光
ヶ
丘
女

予
‥
四
校
を
過
ぎ
る
と
、
道
は
す
ぐ
二

手
に
分
か
れ
、
そ
の
辺
り
か
ら
、
松

の
木
立
の
あ
る
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地

帯
が
広
が
る
。
こ
れ
よ
り
南
方
一
帯

が
、
四
百
五
ト
年
前
に
、
つ
わ
も
の

ど
も
が
天
下
統
一
を
夢
見
て
幟
っ
た

　
「
小
豆
坂
古
戦
場
」
跡
で
あ
る
。
以
前

は
、
松
の
木
立
に
馥
わ
れ
た
起
伏
の

多
い
匯
陵
地
帯
で
あ
っ
た
の
だ
が
、

宅
地
化
や
道
路
開
発
が
進
み
。
今
で

は
す
っ
か
り
変
容
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
小
豆

坂
古
戦
場
碑
す
ら
、
現
在
は
移
動
さ

れ
て
い
て
、
往
時
を
し
の
ぶ
手
が
か

り
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

●

腕
く
ら
べ
の
ど
く
ら
べ
芸
能
祭

　
　
　
　
　
　
新
香
山
ブ
ロ
ッ
ク
藤
嶋
歳
夫
さ
ん
（
細
川
町
）

　
初
冬
の
十
一
月
十
七
ロ
、
カ
メ
ラ

片
手
に
体
育
館
へ
。
今
日
は
第
四
回

細
川
学
区
芸
能
祭
で
す
。
風
は
冷
た

く
、
色
づ
い
た
木
の
葉
が
運
動
場
を

舞
っ
て
い
ま
す
。
会
場
に
一
歩
足
を

踏
み
入
れ
、
熱
気
を
感
じ
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
司
会
や
、
カ

ラ
オ
ケ
、
詩
吟
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
、
‐
本
舞
踊
、
人
正

岑
、
謡
曲
、
民
謡
な
ど
。
十
種
目
以

Ｌ
に
も
及
ぶ
熱
演
に
観
客
か
ら
花
束

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
と
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
う
ち
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進

み
ま
し
た
。
午
前
の
部
、
午
後
の
部

合
わ
せ
て
百
三
十
人
あ
ま
り
が
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
持
ち
時
間
い

っ
ぱ
い
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
会
の
始
ま
り
は
と
役
員
さ
ん

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
個
々
に
い
ろ
い

ろ
習
い
事
を
し
て
い
る
が
、
ど
こ
か

一
同
に
会
し
て
発
表
で
き
る
場
所
が

ほ
し
い
と
い
う
希
望
が
多
か
っ
た

の
で
、
こ
の
よ
う
な
企
画
を
え
て
、

会
場
探
し
を
し
、
社
教
の
応
援
も
得

て
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
参

加
者
募
集
の
看
板
作
成
な
ど
、
準
備

は
大
変
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
喜
ん
で

発
衣
し
て
く
だ
さ
れ
ば
疲
れ
も
と
れ

ま
す
と
Ｉ
つ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
‐

本
人
は
と
か
く
余
暇
の
過
ご
し
方
が

下
手
だ
と
き
‥
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
今

‐
こ
の
芸
能
祭
に
出
場
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
う
ま
く
時
間
を
使
い
、

生
き
生
き
と
人
生
を
送
っ
て
お
ら
れ

る
よ
う
に
兄
え
ま
し
た
。
五
川
人
会

に
向
け
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
す

ば
ら
し
い
発
表
が
で
き
る
よ
う
願
っ

て
、
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。
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爾家康寸話ひ
采　題　　ク

　
今
年
は
郷
土
の
英
傑
家
康
が
生
ま

れ
て
か
ら
四
百
几
ト
年
‐
に
あ
た

り
、
全
巾
を
挙
げ
て
い
ろ
い
ろ
な
闇

し
が
介
画
さ
れ
て
い
る
。

　
家
康
は
、
天
文
十
一
（
一
片
川
二
）

年
上
石

…
゛
６
　
＞

.
■
.
'
*
■
■
-
"
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~
~
　
１
ｖ
Ｉ
Ｉ
ｊ
の
Ｉ
亥

　
（
午
前
川
時
）
に
、
岡
崎
城
内
二
の

丸
の
産
屋
で
出
生
し
た
。
産
湯
の
水

は
現
岡
崎
公
園
内
の
産
湯
の
井
の
水

を
使
い
、
ま
た
松
平
城
址
（
豊
田
市
）

に
残
る
産
湯
の
井
の
水
も
運
ば
れ
て

使
わ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
父
は

松
平
八
代
広
忠
（
十
七
歳
）
、
ほ
は
於

人
の
方
（
十
五
歳
）
で
あ
っ
た
。
毎

年
四
‐
Ｕ
の
華
麗
な
家
康
行
列
に
お
け

る
、
市
内
小
学
生
の
「
寅
童
子
行
列
」

は
、
家
康
が
寅
年
・
寅
刻
に
生
ま
れ

た
こ
と
に
よ
る
。

　
誕
生
の
時
、
石
川
清
兼
（
姫
小
川

城
）
が
幕
目
の
役
（
邪
悪
を
は
ら
う

矢
を
引
く
）
、
酒
井
正
親
（
家
老
職
）

が
胞
刀
を
奉
り
、
大
浜
称
弘
‥
寺
（
碧

南
巾
）
住
持
其
阿
が
、
先
例
に
よ
り
、

阻
父
・
父
と
同
じ
「
竹
千
代
」
と
命

々
ｎ
し
た
。
作
家
山
岡
荘
八
氏
の
人
作

　
「
徳
川
家
康
゛
‘
の
口
頭
「
出
生
乱
離

の
巻
－
暁
以
前
」
に
、
「
武
川
信
玄
は

ニ
ト
ー
歳
、
Ｌ
杉
謙
信
は
十
二
歳
、

織
田
信
長
は
八
歳
、
後
の
平
民
太
閤

豊
臣
秀
吉
は
し
な
び
た
垢
面
の
六
歳

の
小
童
だ
っ
た
。
こ
の
年
天
文
ト
年

丿
一
衣
帯
水
の
海
の
彼
方
は
明
の
時

代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
…
（
中
略
）

叫
も
束
も
お
な
じ
戦
川
の
風
雲
に
つ

つ
ま
れ
た
ト
六
問
紀
中
葉
の
、
わ
が

二
州
岡
崎
の
城
の
奥
で
あ
っ
た
」
と
、

ま
こ
と
に
短
い
文
な
が
ら
、
家
膿
出

生
の
こ
ろ
の
波
乱
に
富
ん
だ
時
代
を

吐
界
史
的
視
野
で
綴
っ
て
い
る
。

　
「
過
去
に
目
を
閉
じ
る
も
の
は
、
未

来
も
盲
目
で
あ
る
」
と
い
う
名
言
を

ふ
ま
え
、
ト
ニ
川
に
わ
た
っ
て
、
家

康
の
重
く
て
述
い
道
の
一
端
を
寸
描

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
岡
崎
市
史
痢
さ
ん
事
務
局
　
岩
月
栄
治

ト
産
湯
の
井
戸
（
岡
崎
公
園
内
）

｜家
康
の
治
世
に
学
ぶ
・
四
百
五
ト
年

市
長
々
根
狐
火

　
私
は
某
テ
レ
ビ
‥
川
の
朝
番
細
、
竹

村
健
一
氏
と
ゲ
ス
ト
に
よ
る
「
世
相

を
切
る
」
と
い
う
放
談
を
よ
く
兄
る
。

　
　
「
学
片
や
評
論
家
は
言
い
た
い
こ

と
を
Ｊ
［
つ
て
、
お
金
に
な
る
か
ら
い

い
な
あ
］
と
う
ら
や
ま
し
く
思
う
反

而
。
勉
強
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

　
以
前
、
某
ト
八
学
教
授
と
の
放
談
で

話
か
徳
川
時
代
の
治
世
に
及
ん
だ
こ

と
が
あ
る
。
彼
ら
は
「
徳
川
幕
府
の

鎖
国
政
策
を
う
ん
ぬ
ん
。
づ
‥
う
人
が
い

る
か
こ
れ
は
当
た
っ
て
い
な
い
」
と

一
一
一
｀
－

/
―
ｖ
'

な
ぜ
な
ら
「
ニ
ト
ー
匪
紀
に

な
り
宇
山
旅
行
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
今
、
地
球
上
で
行

っ
て
い
る
交
流
な
ど
は
、
鎖
圓
に
映

る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

家
康
や
歴
代
将
軍
と
そ
れ
を
支
え
た

三
河
武
士
団
の
偉
人
さ
に
つ
い
て
、

大
タ
‥
の
築
城
や
鉄
砲
等
の
軍
備
を
制

限
し
て
泰
平
の
吐
を
築
い
た
り
、
各

藩
に
応
分
の
負
祖
を
さ
せ
て
今
に
残

る
木
曾
三
川
の
治
水
工
事
や
‐
光
東

照
寓
な
ど
の
田
家
事
業
を
遂
行
し
た

こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
参

勁
交
代
に
し
て
ら
汚
蒲
の
出
費
を
促

し
、
農
民
や
曲
人
に
潤
い
を
も
た
ら

し
た
と
言
及
し
、
徳
川
三
百
年
の
治

匪
は
、
今
に
し
て
素
哨
ら
し
い
行
政

で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　
明
治
維
新
以
後
、
多
く
の
論
客
が

公
正
な
視
点
で
兄
る
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
い
、
徳
川
を
こ
き
降
ろ
さ
な
け

ヤ

Ｕ

　
今
の
民
判
主
義
は
三
権
分
立
で
実

現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
権

力
を
掌
握
し
て
悪
政
の
限
り
を
つ
く

し
た
西
欧
の
独
裁
者
か
ら
民
衆
が
勝

ち
収
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

徳
川
治
匪
で
は
、
官
位
を
授
け
る
権

能
は
天
皇
に
あ
っ
た
し
、
経
済
力
は

商
人
が
握
っ
て
い
た
。
帷
府
は
治
安

を
批
１
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
思
考
を
巡
ら
し
て
い

く
と
、
家
康
と
三
河
武
士
団
に
よ
っ

て
確
立
し
た
徳
川
治
世
に
つ
い
て
、

今
に
し
て
兄
習
う
べ
き
も
の
が
多
い
。

　
本
年
は
「
徳
川
家
康
公
生
誕
四
百

五
十
年
い
で
あ
る
。
郷
土
の
偉
人
家

康
に
学
び
な
が
ら
、
大
き
な
夢
を
も

っ
て
平
成
四
年
を
考
え
て
み
た
い
。
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声
山
本
守
正
さ
ん

（
四
歳
・
材
木
町
）

Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ

乙
川
大
噴
水
、
　
　
　
冬
季
は

見
ら
れ
な
い
こ
と
が
　
原
則
と
し
て

あ
る
の
が
残
念
で
す
。
止
め
て
い
ま
す
。

　
岡
崎
城
を
背
景
に
し
て
噴
き
上
げ

る
人
噴
水
は
、
巾
民
と
し
て
自
慢
の

で
き
る
景
観
の
一
つ
で
す
が
、
Ｌ
が

っ
て
い
る
時
が
少
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

｜

　
三
十
五
じ
の
高
さ
に
啖
き
Ｌ
げ
る

中
矢
頃
水
を
侠
ん
で
左
右
か
ら
直
径

五
十
Ｕ
の
ア
ー
チ
を
描
き
雄
大
な
景

観
を
つ
く
り
だ
す
と
と
も
に
、
河
川

浄
化
と
い
う
実
川
的
な
機
能
を
持
っ

た
‐
本
一
の
河
川
噴
水
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
大
変
親
し
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
人
量
の
水
を
噴
き

ヒ
げ
る
の
で
、
強
風
の
折
な
ど
は
風

下
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
施
設
は
、
風
速
が
じ

じ
を
越
え
る
と
自
動
的
に
停
止
す
る

什
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

北
叫
の
風
が
強
く
な
る
ト
二
月
か
ら

三
月
は
原
則
と
し
て
停
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
こ
の
間
に
施
設
の
点
検
・

訓
整
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
春
・
夏
・
秋
に
は
、
雄
人
な
景
観

を
一
‐
で
も
多
く
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
土
木
建
設
課
　
岩
瀬
課
長
柿
佐

一
　
．

ｌ
ｊ

語

　亀　　　|全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

バ
イ
オ
リ
ン
部
門
高
校
の
部
１
位

加
藤
瑞
木
さ
ん

（
本
宿
町
・
菊
里
高
３
年
）

　
十
一
月
に
名
占
屋
で
開
か
れ
た

「
第
四
ト
丘
回
令
日
本
学
生
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
全
国
人
会
」
の
バ
イ
オ
リ

ン
部
門
鳥
校
の
部
で
兄
収
一
位
に
輝

い
た
加
藤
さ
ん
。
三
年
前
に
は
姉
の

二
葉
さ
ん
も
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
陵
勝

し
て
お
り
、
姉
妹
で
‐
本
一
の
栄
冠

を
得
ま
し
た
。

　
現
在
、
々
心
古
屋
や
束
京
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
追
わ
れ
る
加
藤
さ
ん
を
訪

ね
て
み
ま
し
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

　
　
「
兄
や
姉
が
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
っ

て
い
る
の
を
見
て
、
と
て
も
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
初
め
は
母
に
教
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
Ｊ
歳
か
ら

先
生
に
付
い
て
習
い
始
め
ま
し
た
」

バ
イ
オ
リ
ン
の
楽
し
さ
は
。

　
　
「
曲
の
情
景
な
ど
を
自
分
な
り
に

弩
え
、
そ
れ
を
表
現
で
き
る

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
私
に
　
一

と
っ
て
、
バ
イ
オ
リ
ン
は
と

て
も
感
情
移
人
し
や
す
い
楽

器
で
す
」

姉
妹
で
演
奏
す
る
こ
と
は
・
　
一
｀

　
　
「
こ
れ
ま
で
、
タ
‥
占
屡
や
　
一

市
の
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
で
ジ
　
～
。

ヨ
イ
ン
ト
リ
サ
イ
ク
ル
を
開

き
ま
し
た
。
ま
た
、
母
校
の

本
宿
小
学
校
で
一
緒
に
演
奏

｜
, # -

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
気
心
の
分

か
っ
た
姉
と
の
演
奏
は
と
て
も
楽
し

い
で
す
」

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
て
。

　
　
「
夢
の
よ
う
で
す
。
小
学
校
の
こ

ろ
か
ら
何
皮
も
こ
の
人
会
に
挑
戦
し

て
き
ま
し
た
。
自
分
で
は
よ
く
弾
け

た
と
思
っ
て
も
、
人
に
認
め
て
も
ら

え
ず
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
や
め
た
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
令

国
一
位
に
な
っ
た
姉
が
い
つ
も
目
標

で
し
た
か
ら
、
同
じ
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
勝
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」

今
後
の
目
標
は
。

　
　
「
今
は
ま
ず
、
人
学
人
試
に
八
‐
格

す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
勉
強
し
て
、
将
来
は
聴
く
人

を
引
き
つ
け
ら
れ
る
演
奏
家
か
指
導

者
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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岡
崎
の
石
工
業

温
　
　
　
　
　
　
●

ふ
る
き
を
た
す
ね
て
・
：

　
故
　
知
　
新

岡
崎
の
石
工
業
は
、
茨
城
県
真
壁
町
、
香
川
県
庵
治
町
と
並
ん
で
、

全
国
三
大
産
地
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
岡
崎
石
製
品
協
同
細
合
連
合
会
を
中
心
と
し
て
、

二
百
五
十
余
の
事
業
所
に
お
い
て
、
全
国
一
の
生
産
量
を
あ
げ
て
い
る
。

１
日
を
語
る
竹
内
博
己
さ
ん

　
　
　
（
5
6
歳
・
脚
園
町
）

岡
崎
の
石
工
業
の
歴
史
は
四
百
午

４
ｊ
χ

１
‐
４
‐
　
－

時
の
城
主
・
田
中
し
‐
政
が
城
ド

を
整
備
し
た
と
き
、
和
泉
・
河
内
（
現

在
の
人
阪
）
の
石
工
を
招
い
た
の
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
た
ち
が
、
付
近
か
ら
良
質

の
匯
鵬
行
（
花
…
岡
石
）
が
産
出
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
隋
念
寺
の
門
前
に
石

尾
町
（
現
在
の
花
岡
町
）
を
つ
く
り
、

束
海
道
を
往
来
し
た
参
勤
交
代
の
大

名
や
旅
人
た
ち
が
こ
れ
を
買
い
求
め

て
、
「
石
部
岡
崎
」
の
夕
‥
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
昔
の
石
膝
は
一
階
が
作
楽
場
で
、

二
階
が
川
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
を
通
し
て
三
十
軒
程
で
し

た
が
、
明
治
政
府
の
勧
業
政
策
に
よ

り
石
製
‥
皿
の
需
要
が
増
大
し
、
梅
園
・

六
供
・
明
大
寺
町
方
而
に
も
新
し
い

店
が
ど
ん
ど
ん
出
水
ま
し
た
。

　
昔
は
随
弟
制
度
に
よ
っ
て
技
術
を

伝
承
し
て
お
り
、
石
屋
の
息
子
で
も
、

別
の
店
で
修
行
す
る
の
が
習
わ
し
で

し
た
。
私
も
ト
九
歳
の
時
に
故
小
野

信
重
さ
ん
の
弟
子
に
な
り
ま
し
た
。

朝
六
時
に
は
起
床
し
、
ま
ず
作
業
場

の
隅
に
あ
っ
た
鍛
冶
場
の
火
を
お
こ

し
、
そ
の
‐
に
使
う
ノ
ミ
や
タ
タ
キ

を
修
理
す
る
こ
と
か
ら
、
夜
は
八
時

過
ぎ
ま
で
仕
事
を
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
石
う
才
な
ど
の
簡
巾
な
も

の
で
も
一
佃
什
Ｌ
げ
る
の
に
１
ヵ
月

も
掛
か
り
ま
す
が
、
熟
練
す
る
と
一

‐
に
一
個
は
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　
修
業
を
三
乍
し
た
後
、
お
礼
奉
公

を
一
年
し
て
独
り
立
ち
の
石
工
に
な

り
ま
す
。
今
は
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
も
通
わ
せ
て
技
術
を
教
え
、
石
工

と
し
て
必
要
な
資
恪
も
取
得
さ
せ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
難
し
い
彫
刻
と
な

る
と
ト
年
位
の
継
験
が
必
要
で
す
。

　
私
が
こ
の
道
に
入
っ
た
こ
ろ
は
、

す
べ
て
が
手
作
業
で
し
た
が
、
昭
和
三

十
年
代
に
な
る
と
機
械
化
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
騒
膏

や
場
所
の
問
題
で
機
械
化
が
難
し

82
く
、
郊
外
に
団
地
を
造
っ
て
移
転
す

る
謡
か
持
ち
に
が
り
ま
し
た
。

　
故
水
川
Ｉ
ヅ
氏
が
リ
ー
ダ
ー
に
な

っ
て
昭
和
叫
ト
　
　
　
Ｎ
-
に
上
佐
々
木
町

の
岡
崎
石
Ｌ
団
地
が
造
成
さ
れ
、
昭

和
五
ト
ー
年
に
は
稲
熊
町
の
石
製
‥
ｍ

工
場
公
園
団
地
も
完
成
し
ま
し
た
。

什
は
、
製
品
を
店
に
並
べ
、
買
い
に

米
ら
れ
る
お
客
さ
ん
だ
け
で
十
分
で

し
た
が
、
八
’
で
は
営
業
活
動
も
欠
か

せ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
岡

崎
の
石
に
楽
は
熟
練
し
た
技
術
を
駆

使
し
た
彫
刻
‥
川
の
素
晴
ら
し
さ
に
あ

り
ま
す
。

　
今
、
業
界
で
は
将
来
を
支
え
て
く

れ
る
人
材
の
確
保
と
介
成
を
最
人
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

青
年
部
の
手
に
よ
っ
て
、
造
ら
れ
た

新
製
品
展
示
場
（
上
佐
々
木
町
）

｜

山
口
知
佐
子
さ
ん
（
羽
根
町
）
の
作
品

災
利
余
（
四
歳
）
は
、
米
年
か
ら
保
育
園
に
行
き
ま
す
。

妹
の
若
奈
（
一
歳
）
の
面
倒
を
と
て
も
よ
く
兄
ま
す
。

保
育
園
が
家
の
前
な
の
で
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

私
た
ち
の
家
も
完
成
し
た
ば
か
り
で
す
。

宮
本
喜
美
子
さ
ん
（
2
8
歳
・
緑
丘
３
丁
目
）

前号(12月１日号)の答　　｢セーフティ愛知90日１｜月15日('JZ≪?≫)問題：家咬力･や力ぶ, ？

応募総数は49人で、抽選の結果、山本エツ(大西町)、前治義一

(岡ilfl).干葉貴子(橋自町)、白Ｕ｣ゆき美い､名斯町)、山本八千

代(洞町リ)旨Ｊんに記念品をお送りしま穴

応募方法　はがきに｢答｣と住所､氏名､年齢､職業を明記のうえ、

〒m市内十王町?丁目９番地岡崎市役所広報課広報係まで。

はがきは一人一葉とし、正解者の５名のかたに記念品を贈呈。

⑦

＠



　　,．il

吻

市
民
ス
キ
ー
教
室

市
民
ス
キ
ー
大
会

　
期
日
　
ス
キ
ー
教
室
＝
２
月
８
日

出
・
９
日
剛
　
ス
キ
ー
大
会
＝
２
月

1
0
日
側

　
場
所
　
志
賀
高
原
一
の
瀬
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ス
キ
ー
場

　
参
加
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
か
た

　
募
集
人
員
　
２
月
７
日
出
夜
出
発

4
0
人
、
８
日
出
夜
出
発
4
0
人

　
種
目
　
○
男
子
大
回
転
青
年
の
部

　
（
2
9
歳
以
下
）
　
＠
同
壮
年
の
部
（
3
0

歳
代
の
部
・
4
0
歳
代
の
部
・
5
0
歳
以

上
の
部
）
　
＠
女
子
大
回
転
　
○
事

業
所
別
対
抗
（
Ｉ
チ
ー
ム
３
人
）

　
大
会
参
加
料
　
個
人
…
二
千
円
、

事
業
所
対
抗
：
Ｉ
チ
ー
ム
二
千
円

　
費
用
　
７
日
金
夜
出
発
Ｈ
日
吻
夜

帰
着
（
３
泊
６
食
）
三
万
九
千
円
、

８
日
山
夜
出
発
Ｈ
日
雨
夜
帰
着
（
２

泊
４
食
）
三
万
三
千
円
（
い
ず
れ
も

大
会
参
加
料
を
含
む
）

　
申
込
方
法
　
市
内
ス
ポ
ー
ツ
店
な

ど
に
用
意
し
て
あ
る
規
定
の
中
込
ｍ

紙
で
申
し
込
み
（
先
着
順
）
。

　
申
込
期
限
　
１
月
2
0
日
剛

　
問
合
せ
先
　
岡
崎
ス
キ
ー
連
盟

市
川
武
広
（
容
2
1
－
3
3
3
8
）

妊
婦
教
室

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一

に
子
育
て
勉
強
会
」

緒

　
日
時
　
１
月
3
1
日
廓
　
午
後
１
時

3
0
分
～
３
時
3
0
分
（
受
付
＝
午
後
１

時
～
１
時
3
0
分
）

　
場
所
　
岡
崎
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
初
孫
を
迎
え
る
お
ぱ
あ
ち

や
ん
と
妊
婦
さ
ん
同
伴

　
内
容
　
講
話
（
①
母
乳
育
児
の
方

法
　
②
赤
ち
ゃ
ん
の
衣
類
）
、
実
技

　
（
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
）

　
講
師
　
助
産
婦
　
石
原
一
江
氏

　
申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

保
健
課
健
康
管
理
係
ま
で
。

※
　
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

第
2
3
回
岡
崎
洋
ラ
ン
展

　
岡
崎
ラ
ン
友
会
で
は
、
カ
ト
レ
ア
、

シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
、
パ
フ
ィ
オ
ペ
デ

ィ
ラ
ム
な
ど
の
洋
ラ
ン
の
展
示
即
売

会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
の

技
術
指
導
も
行
い
ま
す
。

　
期
間
　
１
月
2
3
日
困
～
2
8
日
㈲

　
場
所
　
松
坂
屋
岡
崎
店
５
階

「
私
た
ち
の
川
陥
圃
作
品
展

　
矢
作
川
流
域
開
発
研
究
会
の
設
立

2
0
周
年
を
記
念
し
て
、
矢
作
川
流
域

の
小
中
学
生
が
矢
作
川
を
描
い
た
図

画
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
日
時
　
１
月
1
0
日
商
～
1
5
日
㈲

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
場
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

成人式のご案内
会場案内図

へう

＜臨時バス＞

111名鉄東岡崎駅(母番バス乗り場)発

　　　9:30発、9:45発、10:00発

　　●途中停車するバス停

　　　　康生町、篭田公園前、中伝馬

■日　時／１月15日㈲　午前i時

　　　　　　(受付･‥午前10時30分から)

m場　所／中央総合公園内｢総合体育館｣

■対象者／昭和6年４月２日～昭和47年４月１日まで

　　　　　に生まれたかたで、１月15日現在、市内に

　　　　　お住まいのかた

■その他／田参加されるかたは、当日会場へ成人式案

　　　　　内状をお持ちください。なお、案内状は、

　　　　　平成３年12月１日現在で岡崎市の住民基本

　　　　　台帳に登録されているかたへ郵送してあり

　　　　　ます。以後転入されたかたは、当日会場で

　　　　　お申し出ください。

　　　　　(2)なるべく平服でご参加ください。

　　　　　(3)ご家族は会場２階へ入場できます。

会場（総合体育館）発

12:30発

※　名鉄東岡崎駅と会場（総合体育館）を結ふ臨時ハ　EII

　ス（有料）が運行されますので、ご利用ください、　　　・

　　　　　　　　　　　青少年婦人課庶務係023－6434

市政だよりφおかざき　i99e.i.i　＠



職岡
員崎
募病
集院

　
職
種
　
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護

婦
・
准
看
護
婦

　
対
象
　
○
各
種
免
許
を
お
持
ち
の

か
た
　
＠
平
成
４
年
３
月
に
各
種
養

成
所
を
卒
業
見
込
み
の
か
た

　
募
集
人
員
　
2
0
人
程
度

　
募
集
期
限
　
２
月
2
9
日
樹

　
選
考
内
容
　
面
接
、
書
類
審
査
、

健
康
診
断

　
申
込
方
法
　
○
の
か
た
は
履
歴
書

と
免
許
証
の
写
し
　
＠
の
か
た
は
履

　新年交礼会の会場変更

　１月１日の新年交礼会は､中央総合

公園内の｢武道館｣で行います。

　[日時]　１月１日　午前10時30分

◆当日は、名鉄東岡崎駅と会場(武道館)

を結ぶ臨時バス(有料)が運行されます。

詳しくは、市政だより12月15日号をご覧ｌ

ください。　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　秘書課庶務係　023－6009 I

　　　岡崎商工会議所a53－6161　！

｜

歴
書
と
卒
業
見
込
証
明
霧
を
、

市
内
若
宮
町
二
丁
目
二
番
地

岡
崎
病
院
庶
務
課
ま
で
郵
送
、

は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

-　．
１

轡･i

〒
帽
市
立
ま
た

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
・
眼
科
・

耳
鼻
咽
喉
科

　
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

の
判
定
と
補
装
具
相
談

　
日
時
　
１
月
2
8
日
脚
　
▼
受
付
＝

耳
鼻
咽
喉
科
…
午
前
Ｈ
時
3
0
分
、
整

形
外
科
・
眼
科
・
：
午
後
零
時
3
0
分
、

▼
診
断
及
び
補
装
具
相
談
…
午
後
１

国国画珊

　　粗大ごみと使用済み

　　乾電池の収集

　　　中央クリーンセンター昔22－1153

●　各町で決められたれL大ごみ持ち寄り

　場所へ、収集日の午前8峙30分までに

　持ち出してください。

＜出してはいけないごみ＞

　事業系ごみ、農機具、タイヤ、バッテ

プロパンボンベなどの危険物ljー

時
～
３
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
係
へ
電
話

予
約
。
当
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

老
人
医
療
の
一
部
負
担
金

の
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　
老
人
保
健
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、

平
成
４
年
１
月
１
日
か
ら
、
一
部
負

担
金
（
医
療
費
の
一
部
と
し
て
負
担

す
る
費
用
）
の
額
が
変
わ
り
ま
し
た
。

■
対
象
　
老
人
保
健
法
及
び
老
人
医

療
助
成
に
よ
っ
て
医
療
を
受
け
た
か
た

■
一
部
負
担
金
の
額

入

院

外

来

IG
詐
払

い－

ち用
の資
か産

たを
へ

　
あ
な
た
の
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る

機
械
、
工
具
、
備
品
な
ど
は
、
事
業

用
償
却
資
産
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
の

多
少
、
異
動
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
資
産

の
状
況
な
ど
を
、
１
月
3
1
日
ま
で
に

申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
申
告
田
紙
の
な
い
か
た
、
ま
た
は

申
告
書
の
記
載
方
法
の
わ
か
ら
な
い

か
た
は
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
　
申
告
斟
の
提
出
期
限
は
、
－
月

3
1
日
吻
ま
で
で
す
が
、
月
末
は
受
付

が
混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
2
0
日
囲

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収集日 収集町名

16日冰）
昭和、島坂、上佐々木、下佐々
木、束牧内、肥後原団地

17日i4) 渡上、渡下、西本郷

18日(±)中園、mm二Lニチカ

20日(月)東大友、舶越、森越

21日㈲ 橋目本町、後目中町

22日南 宇頭、西大友

23日床）北野、小針

24日剛 細川、仁木団地

25日吐) 東阿知和、西阿知和、東蔵前北

27日(月)桑原、北斗台北

28日両 奥山田、北斗台南

29日冰） 仁木、岩津天神

30日W) 八ッ木、岩津

31日(匍
東蔵前南、西蔵前、真福寺、恵

田、丹坂、駒立、仁木川越

＠



１
皿 岡崎市の人口

1991年12月１日現在

　男

　女

　計

世帯数

156,814人

156,392人

313,206人

100,999世帯

１
皿

241人増

216人増

457人増

276世帯増

献血にご＼ii力ください

献血日程

岡崎地区献血推進協議会

事務局援護助成課援護係

　　　　O23－6145

月日(曜) 時　間 場　所

1 月7 a勁 9:00～15:00 岡崎市役所

8 日m 10:00～15:30 市立岡mm院

17日圃 10:00～15:00 農協矢作支店

18日出 10:00～15:00 エルエル岡崎店i

□岡崎献血ルーム

　(シビコ５階酋25－6844)

・受付時間　10:00～12:30、14:00～17:30

　(成分献血は10:00～12:00､14:00～15:30)

・休日　毎週木曜日、12/29～1/3

テレホンサービス
市政だより　　豊21－ロロ

　　市からのお知らせ、行事案内

　　（毎週月曜日変更）

保健だより　　容21－1112

　　休日緊急当直医、検診のお知らせ、

　　健康一ロメモ（毎週月曜日変更）

子とものおはなし　S21 －1 1 ]3

　　創作童話　　１月１日～15日

　　「風の子ふう太とタコあげ大会」

　　作者　本田佐智子さん（美合町）

　　岡崎の昔話　１月16日～31日

　　「若松町の金佛」

心の電話おかざき　豊2E－07B3

　　小中学生とその保護者のかたの悩み

　　ごと（月～土:13:30～eo:3D）

■
臨
時
休
館
日
…
１
月
1
7
日
吻
、
1
8
日
出

萱
5
3
－
３
５
1
1

「
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
」
の
臨
時
休
館
‐
‥

　
　
　
昨
年
の
秋
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
1
3
9
人
3
1
1
点
の
応
募
が
あ
り
、

　
　
　
優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

Ａ
最
優
秀
賞
ｖ

と
び
出
し
は
　
事
故
に
つ
な
が
る
　
第
一
歩
　
　
山
本
真
理
子
さ
ん
（
大
西
町
）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
　
心
の
ベ
ル
ト
　
し
っ
か
り
締
め
て
　
ゆ
と
り
の
運
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
根
　
銀
一
さ
ん
（
滝
　
町
）

元
気
で
出
勤
　
無
小
帰
宅
　
愛
す
る
家
族
の
　
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
　
里
美
さ
ん
（
奥
殿
町
）

Ａ
優
秀
賞
ｖ

暴
走
に
　
散
る
な
敞
ら
す
な
　
若
い
春
　
　
　
神
谷
　
国
朝
さ
ん
（
不
吹
町
）

優
し
さ
と
　
マ
ナ
ー
で
築
く
　
交
通
安
令
　
　
滝
川
　
善
治
さ
ん
（
橋
目
町
）

交
差
点
　
ゆ
ず
る
気
持
ち
と
　
降
つ
ゆ
と
り
　
降
っ
て
安
心
　
守
っ
て
安
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
か
ず
み
さ
ん
（
橋
目
町
）

Ａ
佳
作
ｖ
　
奥
居
志
津
枝
さ
ん
（
土
井
町
）
、
吉
橋
祐
美
さ
ん
（
竜
美
南
）
、
宮
田
義

弘
さ
ん
（
大
西
町
）
、
島
元
伸
一
さ
ん
（
日
名
北
町
）
、
山
田
高
司
さ
ん
（
中
園
町
）

交
通
安
全
標
語
優
秀
作
品
の
発
表 －

－

Chﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾁｬﾝﾈﾙ　CATVﾐｸｽでご覧ください

21番組内容１月１日～1月19日
１月１日伽 ２日索～5日日(6日の午後５時台までを芭む)

io:do;新春特別番組『市長と脹る

　？|香り豊ヵヽなまちづくり」

12’dり出rii'i者：」源玖二叱長谷

　　　ﾘii栄氏、中＼i臓人岡崎'l>･腱

　　　　　・その他の時筒格のり

　　　　　　昨年4刀ニュース（分野

15:00
　？

16:00

ブリッ

yと)を

「いき／いき／おかざきピープル」（再鎗舶

2i:-i＝,|j艮杯バレーポーjﾚ人会、3H＝|附業近

代化ﾉ綿ルデイスカツシヨン①、-ii

5U＝|MIi埼のハーモニー①，6卜＝l.i陰

チャンネル」は、年末にお送りした

替わりて’放送します。

６日圓～IO日塗 iia叶l IE日Ｂ
ie:30
　？

IB:50

まちの話顧

　iii＼iのニュース

市民便利枝
　皿ぷ料理教室

お知らせ

18:30
　？

19:00

まちの話題ウイークリー
　ｌ週川のニュース

市男更利根
　咆排卵11教竃

岡崎観光文化百選
　i･眠心

お知らせ

いき!いき!おかざきピープル

捲学区交歓ソフトミニ
　　バレーボーJﾚ人会i:

IS日録

いき!いき!おかざきピープル

※学区交歓ソフI-ミニ

　　バレーボール人会t3日月トM日金 lHBi;

18:3D
　？

13:50

まちの妖麗

　扮日のニュース

市民便利枝

　盲人ｶﾞｲﾄﾞi副.

お知らせ

IS:30
　？

ts:QD

まちの話題ウィークリー

　1週川のニュース

市民便利帳

　斤人ｶﾞｲﾄﾞm座

岡崎観光文化百選

　!■..'■'■八mi･･|:池八幡-:

お知らせ

※の番組(日曜日の番組)は、

u:00～15:00とIS:00～19:00

の２回放送。IQ:O0～||:00に

前週分を再放送＼時台、12時

台、I5時台､w時台及び＼時台

は土曜日分の再放送。

●月曜日～土曜日はヽ18時台から新しい内容になります。また丿9時台と広報課情報調整係

　翌日＼時台-I?時台及びM時台~＼時台に喫り返し再放送していまず豊23－6007
■都合により番組の内容を変更する場合かあります。

ファックス

1 1 9番

消防本部

≫21－515 1

　聴覚や言語などに障害のあるかたが、

火災や救急の災害発生時に通報する手段

として、無料で通報できる「ファックス

1 1 9番」を設置しました。

　火災が発生したり、救急車が必要な災

害発生時の通報にご利用ください。

■ファックス1 19番の番号

　　i501 20－295－1 19

　※この番号はフリーダイヤル（無料）です。

お
願
い

(|)あらかじめ｢ファックス１１９番通報用紙｣

　をご用意ください。用紙は、福祉課にあり

　ますので、ご利用ください。

(2)用紙の中に、事前にあなたの住所、氏名、

　大きな目標物、ファックス番号などを必ず

　記入しておいてください。

(3)通報を受けた消防署では、｢消防車｣または

　　｢救急車｣が向かっている旨を送信します。

　もし送信が届かない場合は、もう一度通報

　しなおしてください。

市政だよりφおかざき　1998.1.1　ｅ



みんなでつくる
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１月静但)巡回⑩働

ご
利
用
く
Ｊ

｜

空き缶フレスカー。

　平成２年中に市が収集した不燃ごみ15,561 しのう

ち、空き缶は2,941リ（18.9%）もありました。これら

は再利用されることなく埋め立てられています。

　そこで市では、皆さんの資源回収を応援し、資源の

再利用や埋め立て地の延命を図ろうと、空き缶をスチ

ール缶とアルミ缶に分けてプレスする「空き缶プレス

カー」を導入しました。ご利用ください。

●対象：団体で１ヵ所あたりおおむね1,000個以上回

収したもの●利用日時：日曜日、祝日、第２・４土曜

日及び年末年始を除く午前９時から午後４時まで（た

だし、土曜日は午前９時から午前目時30分）●申し込

み先：衛生課庶務係登23－6207



｜

市民駅伝競走大会

ぉもな交差点通過予定時刻

イ 戸崎新町信号交差点 10:0?

羽根信号交差点 10:04

ハ 出光G S信号交差点 10:07

二’東公園南信号交差点 10:34
-
10:38

ホ
－
へ

備前屋前信号交差点

石神信号交差点　10:44

ト 伊賀町信号交差点　10:15
一一一
葵町信号交差点　10:47

チ
ー
　リ 美矢井僑東■ II :I9

　ヌ
－
　ル

天白南信号交差点 　卜25
－
　｜｜:29体育館西信号交差点

－-‾¬

=全面通行禁止

　　　　走行片側通行禁止

※進路を変更する交差点で

は、短時間全面通行禁止と

なることがあります｡

　…中学校の部中継所

　‥･一般・高校の部中継所

ヱ

｢

紆」ふ

(.` " ＼　　　　　　　　.　aa

矢
作
川

北
倒
崎
駅
　
　
　
　
　
　
　
４
・

禁行

オカザキ

パン　　ｊ

Oj忙
狐
ふ

　駅伝大会当日、図のよう1二交

通規制を行います、各交差点て

は、交通渋帯が予想されますの

で、二理解とご協力をお願い。

まず＼なお、、惣這ご応復をさ杵

るかたじし置路に出ないよしに

お願い。まず｡

教育委員会体育課n23　6363

1に４でで

Jピ

3尽万可司崎病院

名
夕
六
ス
．

止1

・編集と発行 岡崎市市長公室広報課　〒444岡崎市十王町２丁目９番地……き(0564)23-6033
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